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「
吹
田
市
立
博
物
館
の
春
季
特
別
展
」
参
観
記

二
十
回
生

野野

平衛

浅中

倉直

ー
は
じ
め
に

i

ご
承
知
の
通
り
、
平
成
二
十
五
年
春
に
千
里
山
入
居

九

O
年
を
記
念
し
た
「
千
里
山
今
昔
展
」
が
地
域
の
盛

り
上
が
り
と
協
力
の
も
と
、
地
元
の
地
域
団
体
と
ち
さ

と
図
書
館
の
共
催
で
実
現
を
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

の
度
、
待
望
の
市
立
博
物
館
に
よ
る
本
格
的
な
千
里
山

展
が
「
田
園
都
市
千
里
山

1
大
正
時
代
の
理
想
郷

1
」

と
銘
打
ち
、
平
成
二
十
八
年
四
月

二
十
三
日

i
六
月
五

日
の
期
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お
り
し
も
千
里
山
で
は
、

U

R
千
里
山
団
地
の
建
替

を
機
に
、
駅
前
東
側
の
道
路
、
阪
急
跨
線
橋
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
交
通
広
場
な
ど
の
公
共
施
設
の
相

次
ぐ
竣
工
を
迎
え
て
お
り
、
ち
さ
と
の
歩
み
を
改
め
て

回
顧
す
る
本
展
は
、
こ
の
新
し
い
街
の
顔
の
登
場
と
あ

い
ま
っ
て
真
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
企
画
で
あ
り
ま
し
た
。

五
月
半
ば
二

O
回
生
同
期
三
人
(
荒
木
弘
進
・
中
野

直
衛
。
護
野
倉
平
)
は
、
連
れ
立
っ
て
紫
金
山
公
園
は

田
園
文
化
の
自
己
完
結
)

を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

一一
、
「
ひ
ろ
が
る
田
園
都
市
の
思
想
」
で
は
、
近
代
大

阪
は
工
業
化
の
進
展
の
な
か
で
、
英
国
の
都
市
に
ち
な

み
「
東
洋
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
|
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
同
時
に
、
大
気
汚
染
、
人
口
増
加
、

住
宅
難
等
の
都
市
問
題
を
抱
え
ま
し
た
。
政
府
は
都
市

の
住
宅
難
な
ど
の
対
応
と
し
て
都
市
計
画
法
、
市
街
地

建
築
物
法
、
不
良
住
宅
地
区
改
良
法
、
住
宅
組
合
法
な

ど
の
法
整
備
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

一
方
、
建
築
界
は
、
住
宅
改
良
会
、
日
本
建
築
協
会
、

都
市
研
究
会
な
ど
で
、
住
宅
難
緩
和
、
住
宅
改
良
、
生

活
改
善
を
目
指
し
、
田
園
都
市
理
論
へ
の
志
向
の
中
で
、

鉄
道
会
社
等
民
間
主
導
で
の
風
景
絶
景
・
理
想
郷
を
う

た
う
「
郊
外
住
宅
地
」
の
開
発
が
進
み
ま
し
た
。

三
、
「
田
園
都
市
千
里
山
」
で

は
、
千
里
山
住
宅
地

は
、
都
市
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
住
宅
難
緩
和
の
た
め
に
、

千
里
村
大
字
佐
井
寺
の
一
角
、
桃
・蜜
柑
な
ど
の
果
樹
園
、

松
林
に
都
市
研
究
会
(
会
長
後
藤
新
平
)
の
設
計
の

も
と
に
郊
外
生
活
の
理
想
郷
と
し
て
喧
伝
さ
れ
、
大
阪

住
宅
経
営
株
式
会
社
(
大
正
九

1
昭
和
三
年
社
長
山
岡

博
物
館
三
階
の
会
場
に
、
何
か
懐
か
し
さ
と
ワ
ク
ワ
ク

感
を
抱
き
な
が
ら
入
場
し
ま
し
た
。
そ
の
展
示
場
は
、

地
域
を
は
じ
め
内
外
か
ら
の
文
献
、
文
書
、
図
面
、
写

真
な
ど
多
面
的
な
資
料
で
う
め
つ
く
さ
れ
、
同
館
の
周

到
な
準
備
と
熱
意
が
込
め
ら
れ
て
集
め
ら
れ
た
こ
と
を
、

展
示
そ
の
も
の
が
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

ー
展
示
構
成
|

展
示
構
成
は
大
き
く
三
区
分
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

一
、
「
田
園
都
市
の
成
立
」
で
は
、
英
国
は
産
業
革
命

を
先
導
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
都
市
の
過
密
と
劣
悪
な

生
活
環
境
な
ど
を
生
み
出
し
、
こ
れ
を
憂
い
た
社
会
改

良
家

E
-
ハ
ワ

l
ド
は
都
市
の
社
会
的
経
済
的
な
利
点

と
農
村
の
優
れ
た
生
活
環
境
の
融
合
を
、
都
市
と
農
村

の
結
婚
の
喰
え
で
理
論
化
し
、
「
明
日
i

l
真
の
改
良
に

い
た
る
平
和
な
道
」

2
0
5
0ヨ
喜
一
〉

F
R
m
E
E
S
S

閉
山
白
色
宮
内
0

5

)

(

一
八
九
八
)
、
改
訂
版
「
明
日
の
田
園

都
市
」
(
。
目
E
g
n
E
2
0内
4
0
5。
円
『
。
者
)
(
一
九

O
二
)
を

世
に
問
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
実
践
と
し
て
協
働

者
と
共
に
レ
ツ
チ
ワ

l
ス
な
ど
の
田
園
都
市
(
職
・
住

・

順
太
郎
)
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

街
の
骨
格
は
レ
ツ
チ
ワ

i
ス
を
モ
デ
ル
と
し
、
北
大
阪

電
鉄
(
大
正

7
1
1
2
年
)
に
よ
っ
て
敷
設
さ
れ
た
千

里
山
駅
(
大
正

一
O
年

梅

田

1
千
里
山
間
開
通
)
か
ら

商
庖
街
を
抜
け
、
噴
水
ロ
ー
タ
リ
ー
で
放
射
状
に
分
か

れ
た
道
路
沿
い
に
住
居
(
改
良
洋
式
・
日
本
式
)
が
並

ぶ
坂
の
あ
る
洋
風
の
街
を
目
指
し
ま
し
た
。
施
設
と
し

て
は
下
水
道
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
源
池
が
整
備
さ
れ
、

交
流
、
教
育
等
の
場
と
し
て
倶
楽
部
(
現
千
里
山
会
館
)
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
噴
水
(
五
箇
所

・
現
存
二
箇
所
)
、
公

一衆
浴
場
、
幼
稚
園
、
小
学
校
(
当
初
は
聞
大
内
)
、
商
店

等
も
備
え
ら
れ
ま
し
た
。
入
居
は
大
正
十
二
年
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
「
千
里
山
住
宅
地
は
田
園
都
市
な

の
か
」
と
の
聞
か
け
へ
の
ま
と
め
と
し
て
、
千
里
山
は
英

国
の
田
園
都
市
構
想
を
取
り
入
れ
な
が
ら
も
、

大
阪
へ
の
通
勤
圏
と
し
て
、
い
わ
ば
、
白
本
型
田
園
都

市
↓
田
園
郊
外
↓
田
園
の
ひ
ろ
が
る

「
郊
外
住
宅
地
」

と
し
て
、
造
成
さ
れ
た
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
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ー
展
示
内
容
!

次
に
具
体
的
な
展
示
内
容
に
移
り
ま
す
と
、
田
園
都

市
論
を
提
唱
す
る

一
八
九
八
年
発
行
の

E

・
ハ
ワ

l
ド

著
「
明
日
|
真
の
改
革
に
い
た
る
平
和
な
道
」
、
同
改
訂

版
「
明
日
の
田
園
都
市
」
(
一
九

O
二
年
)
の
原
著
と
そ
の

図
面
類
の
展
示
は
圧
巻
で
し
た
。
田
園
都
市
論
の
実
践

と
し
て
の
ロ
ン
ド
ン
近
郊
の
レ
ツ
チ
ワ

l
ス
の
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
も
示
さ
れ
ま
し
た

。
原
著
の
題
名
中
に

[

目

u
S
S
E
-

宮
号
]
と
明
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
印
象
的

で
、
社
会
改
良
家
の
心
意
気
に
打
た
れ
る
思
い
で
し
た
。

そ
の
他
の
展
示
内
容
の
あ
ら
ま
し
は
、
大
阪
の
経
済

発
展
資
料
、
他
地
域
の
田
園
都
市
資
料
、
電
鉄
資
料
、

千
里
山
住
宅
地
資
料
(
平
面
図

・
住
宅
設
計
図

・
写
真

・
噴
水
整
備
パ
ー
ス

・
調
度
品
な
ど
て
関
大
千
里
山
キ

ャ
ン
パ
ス
資
料
、
千
里
山
花
壇
資
料
、
桜
ケ
丘
改
造
住

宅
博
覧
会
資
料
な
ど
い
ず
れ
も
往
時
を
努
需
と
さ
せ
る

も
の
ば
か
り
で
し
た
。
千
里
山
は
、
住
宅
地
と
共
に
鉄

軌
道

・
駅
舎
、
関
西
大
学
、
千
里
山
花
壇
(
現
関
大

一

高

・
一
中
)
の
整
備
が
相
関
連
し
つ
』
同
時
並
行
的
に

進
め
ら
れ
た
特
徴
的
な
姿
が
総
合
的
に
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
興
味
を
そ
そ
ら
れ
た
も
の
に
、
大
阪
住
宅
経
営
(
株
)

な
ど
の
当
時
の
住
宅
地
平
面
図
等
六

1
七
種
類
の
原
図

社
の
事
業
報
告
書
に
目
が
留
ま
り
ま
し
た
。
高
知
大
林

区
署
か
ら
の
材
木
、
原
産
地
か
ら
の
樹
木
購
入
の
件
で

す
。
材
木
は
建
築
資
材
用
で
す
。
樹
木
は
庭
園
樹
、
街

路
樹
、
生
垣
用
で
す
。
上
記
住
宅
地
平
面
図
上
に
記
載

さ
れ
た
「
植
樹
栽
培
地
」
に
正
し
く
符
合
す
る
も
の
で

し
た
。
ま
ち
の
み
ど
り
の
協
創
で
す
。
さ
ら
に
、
当
千

里
山
会
会
員
の

三
十
二
回
生
で
漫
画
家
田
代
為
寛
作
の

戸
間

Z
EJヘ
〉
冨
〉

O
コ

玄

〈

宮

ヲ

己

与
O
C
H
-
ま凶
」
は
、

会
場
を
ほ
の
ぼ
の
と
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
度
の
展
示
図
録
は
、
関
連
年
表
も
含
め
て

同
博
物
館
初
の
試
み
と
な
る
日
英
両
語
を
併
用
し
て

発
行
さ
れ
ま
し
た
。

ー
関
連
イ
ベ
ン
ト
な
ど
!

こ
れ
ら
の
展
示
に
加
え
て
、
期
間
中
に
は
多
面
的
な

切
り
口
の
興
味
あ
ふ
れ
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
当
千

里
山
会
会
員
二
十
九
回
生
の
堀
田
暁
生
さ
ん
も
「
千
里

山
住
宅
の
歴
史
」
に
付
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
担
当

学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説
、
館
長
ト

l
ク
、
市
民
フ
ォ

ー
ラ
ム
、
古
写
真
と
現
況
を
較
べ
る
出
前
博
物
館
の
現

地
見
学
会
な
ど
目
を
離
せ
な
い
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
が
連

続
的
に
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
も
自
治
会
関
係
、

が
勢
揃
い
し
、
造
成
、
分
譲
、
住
宅
、
施
設
状
況
な
ど

の
相
互
の
推
移
を
見
比
べ
る
面
白
さ
も
あ
り
ま
し
た
。

又
、
池
田
の
室
町
、
豊
中
の
岡
町
、
箕
面
の
桜
井

・
桜

ケ
丘
等
沿
線
郊
外
住
宅
地
の
歩
み
を
合
わ
せ
て
辿
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
上
、
珍
し
い
展
示
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
改
造
住
宅
博
覧
会
会
場
模
型
で
す
。

同
博
覧
会
は
大
正
十

一
年
九
月

二
十

一
日

i
十

一
月
二

十
六
日
の
聞
に
、
日
本
建
築
協
会
主
催
(
会
頭
後
藤
新

平

・
会
長
片
岡
安
)
で
住
宅
の
洋
風
化
に
よ
る
生
活
改

善
を
推
進
す
る
目
的
で
、
箕
面
桜
ケ
丘
で
開
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。
入
場
者
は
七
万
人
を
越
え
、
会
場
に
は
噴

水
ま
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
向
上
協
会
を
は
じ
め
建
築

業
者
、
設
計
事
務
所
な
ど
に
よ
り
住
宅

二
十
五
棟
が
出

展
さ
れ
ま
し
た
。
住
宅
経
営
会
社
は
、
勤
労
者
向
け
の

和
洋
折
衷
住
宅
を
出
展
す
る
他
、
懸
賞
設
計
入
賞
図
案

に
よ
る
向
上
協
会
の
展
示
住
宅
八
棟
の
施
行
に
も
か
か

わ
り
、
こ
れ
ら
は
千
里
山
住
宅
地
の
勤
労
者
向
け
改
良

住
宅
の
建
築
普
及
に
生
か
さ
れ
ま
し
た
。
同
経
営
会
社

の
貸
付
住
宅
(
改
良
式
・
二
戸
連
式
)
の
家
賃
表
も

展
示
さ
れ
、
公
的
融
資
の
活
用
も
含
め
、
住
宅
難
対
策

に
寄
与
し
た
同
社
の
社
会
的
性
格
を
表
し
て
い
ま
す
。

又
、
会
場

一
隅
の
参
考
図
書
コ

l
ナ
で
、
向
上
経
営
会

千
二
小
卒
業
生
、
千
里
山
会
会
員
各
位
が
講
演
会
、
フ

ォ
ー
ラ
ム
、
見
学
会
、
情
報
提
供
な
ど
を
通
じ
て
積
極

的
に
参
画
さ
れ
「
ち
さ
と
」
を
熱
く
発
信
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

ー
お
わ
り
に

l

本
展
は
、
こ
の
よ
う
に
単
な
る
千
里
山
展
に
留
ま
ら

ず
に
、
英
国
の
田
園
都
市
構
想
の
原
点
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
千
里
山
住
宅
地
が
広
く
検
証
考
察
さ
れ
た
こ
と
に

特
徴
が
あ
り
、
そ
れ
が
ま
た
本
展
を
意
義
深
く
し
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
ケ
ー
ス
内
最
大
の
展
示
品
は
、
他
で
も

な
い
第

一
噴
水
に
向
上
経
営
会
社
が
残
し
た
千
里
山

開
発
記
念
碑
の
拓
本
で
す
。
現
地
の
記
念
碑
は
時
代
の

変
遷
の
な
か
で
、
当
該
住
宅
地
に
続
く
周
辺
開
発
と
し

て
、
昭
和
三
十

一
年
の
西
日
本
初
の
公
団
千
里
山
団
地
、

昭
和
三
十
七
年
の
千
里
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
の
登
場
、
そ
し

て
昭
和
四
十
五
年
の
日
本
万
博
の
開
催
を
み
つ
め
て
き

ま
し
た
。

千
里
山
は
正
に
地
域
発
展
に
お
け
る
プ
レ
タ
ウ
ン
の

役
割
を
担
っ
て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
大
平

正
芳
総
理
の
政
策
研
究
会
に
あ
っ
て
は
、
国
家
論
に
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昇
華
さ
れ
た
「
田
園
都
市
国
家
構
想
」
が
、
座
長
の

千
里
人
故
梅
梓
忠
夫
民
博
館
長
の
も
と
で
提
言
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。
千
里
山
自
治
会
の
「
千
里
山
七
十
年

の
あ
ゆ
み
」
の
巻
頭
を
飾
る
「
噴
水
に
光
と
風
の
集
れ

り
」
俳
人
故
大
橋
敦
子
作
は
、
噴
水
の
み
ど
り
の
中

で
今
に
合
意
を
湛
え
て
い
る
と
思
わ
さ
れ
ま
す
。
先
人

に
よ
っ
て
育
ま
れ
伝
え
ら
れ
、
千
里
山
を
あ
と
に
さ
れ

た
方
々
の
抱
か
れ
る
熱
き
望
郷
の
念
に
も
連
な
る
千
里

山
ら
し
さ
を
、

如
何
に
次
世
代
に
継
承
し
て
ゆ
く
か
を

改
め
て
迫
ら
れ
る
特
別
展
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
さ
れ
ま

す
。
開
催
関
係
各
位
の
ご
労
苦
に
敬
意
と
感
謝
の
念
を

い
だ
き
つ
つ
、
足
ら
ざ
る
参
観
報
告
に
代
え
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

一千里山まちづくり協議会提供一

11111吹田市立博物館市村001畑市岸部制丁目曙1号H自 民阿 h投p://www.suita.ed.jp/hak/ 
E111 S U I T A C I T Y M U S E U M TEL06-6338・5500 FAX06-6338-9886 

.受過重内 ・JR岸辺駅下車北口より徒苦2日分.・JR耽目駅北口・販書世田駅か5子車中央ゆきパス4系統f繋童山公園前j下車漣歩4卦.

五月市E南ゆきパス{置環)f五月1J<fi西j下車徒歩7分...JR欧田駅阪急眼目駅かS桃山台駅前ゆきバス2，3系統f佳持寺北i下車箆穿10分.

千里中央申告パス12某統I岸部4下車徒歩10卦.・販畢南千里獄。5JR耽回申告パス2.3~銃『佐井寺北j下率徒苦10分.・寧で宮越しの際
は五月が丘方面かSお回りください.(吉志部神社側かS車1;<濫入できまゼん.)

τる

町 四

(WMV.gardencity亡。llectα=叫 .. '-"ソテヲース問看措の注目{州lW.garde叩町四匝出凡印刷 固いノテワ

ハワード帥諸民学鮒..".箆酎 自V-OテワースlD!l労働者'J(YMMI.gardenc旬宅:ollectionεα吋 包レッテワー

m) ... 庭回ロンドン万国附覧会'Q)oq)畏亘{個人凪 包ハワ円扇町{個人掛 包パンチ11<.ロンドユ状悪奥

(個人.Il) IDハワードI明白{個人局} 侶鴎包家盆宅間183忠之氏iD aea*住宅咽圏忠之島罰 留治下京佐

fl lil'〒'lIlllJ文化将也箆劃 司四四市鱒室園岨分}也監劃 医盟本家信宅設計図冊分〉砲射.，自民劃

噴水再・4隆副唖J'ース-夫氏i!l "周到家住宅髭計包圃83.之氏雇}

“目肘師"t里山
~天E府代の理堤野~

SenrI'ヲama“GaraeηCity"-'Utiザiafη theゲais旬:Era-

平成28年(201開 4月23日(土)-6月5目(日)

回会 場/吹田市立博物館 3階特別展示室

匡商館時間/午前9時30分~午後5時15分

園休館日/月曜日と5月6日(金)

ロ観 覧 料/大人H ・H ・...…H ・H ・.....200円(160円)

高校・大学生H ・H ・H ・H ・...100円 (80円)

小中学生 H ・H ・...・H ・..… 50円 (40円)

-・・・・EID.iMl~亘書縄開岨目亘書副監吾器調11m・・・・・


